
●ご挨拶
　外資系証券会社、ベンチャー企
業、澤田ホールディングスをはじ
め、いままで培ったビジネスの経
験を活かし、現在は、セミナーや
研修を通じ、企業のお金の管理の
仕組みづくりをしています。現つ
ばさロジスティクスのウェルビー
イング室室長、松田朗子さんとの
出会いがきっかけで猪股さんを紹
介され、研修をさせていただく中
で、この度社外取締役を仰せつか
りました。
●私の役割
　社外取締役という立場から、皆
さんが会社をどうしていきたい
か、そこを纏める際の手助けをさ
せていただきます。私は物流業界

の実務経験はありませんが、他業
界の違う視点をシェアさせていた
だき、会社で方向性を考えていく
際など、私の知見がお役に立てば
と考えています。６月には早速「世
界一易しくて優しい財務講座」を
開かせていただきました。
　また私はコミュニュケーション
のハードルを下げるため、気軽に

「あっきー」と呼んでくださいと
周囲にお願いしています。お会い
した時は、気軽に声をかけてくだ
さい。
●従業員の幸せとは
　幸せのカタチとは、自分の中で
やりがいとお金がバランスよく存
在する状態だと思います。やりが
いだけあってもダメだし、お金だ

けあってもダメだし、その２点が
兼ね備わって、はじめて幸せな状
態になる、このバランスが大事だ
と思います。

三嶋義明

つばさホールディングス　社外取締役　就任

的に道を切り開いていく人財育成
にお役立ちができるよう、サポー
トしてまいります。よろしくお願
いいたします。

●ご挨拶
　認定ＮＰＯ法人テラルネッサン
スを２３年ほど経営しています。
昨年８月からは国際協力ＮＧＯセ
ンターの理事長を務め、ビジネス
の分野ではなく海外支援や地球規
模課題の解決、いわゆる社会貢献
の分野で活動してきました。子供
兵の社会復帰や地雷の除去などの
支援が活動の一例としてありま
す。猪股さんとは古くからご縁を
いただいていて、この度顧問に就
任させていただきました。
●私の役割
　ＮＰＯ、ＮＧＯで働く人々は給与
待遇だけではなく、相対する人や
その人の先にいる社会全体に、自
分たちの活動を通して波及させて

●ご挨拶
　この度つばさホールディングス
の取締役就任に際し、今までは軸
足は事業会社側にありましたが、
それではいけないのだな、と感じ
ています。以前よりはグループ全
体の貢献を意識しながら、事業会
社にも関わりつつ、取締役として
の人財、総務について、しっかり
と関わっていかないといけないと
思っています。今後、つばさホー
ルディングスと各事業会社間の交
流がさらに増え、「日本一現場を

●ご挨拶
　代表就任にあたって、まず整備
業界の “当たり前” というのを崩
したいということ。前例や常識に
とらわれず、新しい視点で既存の
作業を検証・変革し、働く人たち
が幸せになれるような環境を作っ
ていきたいと思っています。
●私の役割
　整備の世界に新しい風を入れて
いく！ 長く物流業界にいて、端か
ら見て違和感のあることも当たり
前の感覚になっていました。

　もちろん、変えられるものと変
えられないものがありますから、
そこを見極めつつより良い環境作
りのために邁進していきます。
　多摩車両とＦＵロジテック、同
じ整備というところで協業してい
ければ、経営に対してプラスの相
乗効果も期待できます。
●従業員の幸せとは
　「環境作りをしていく中で、働
く人の幸せを」と、冒頭に述べま
したが、私が考える幸せのカタチ
は、“心と身体の健康” だと思っ
ています。
　言い換えれば、心と身体、双方
のバランスが取れている状態で
す。例えば、心の部分で言えば、
それが「お給料」の人もいれば、「働
きやすさ」という人もいます。心
の健康は人それぞれですが、働く
人の一人でも多くが、自分なりの
幸せのカタチを実現してもらえれ
ば嬉しいですね。

野口博明

カーライフサービス多摩車両代表取締役社長
ＦＵロジテック代表取締役
つばさホールディングス取締役　就任

いきたいという使命感をもって働
いています。私はそういったグ
ローバル人財、リーダー人財採用
や育成を進める一環として、佐賀
県の事業に参加し高等学校で授業
を行っています。
　つばさホールディングスは全従
業員が持つ「つばさレシピ」に書
かれているように、利益だけでな
くその先に何があるか、自社を通
じて社会にどのようにインパクト
を与えたいかが明確な会社だと
思っていますので、ビジネスの分
野にも私のこれまでの知見が少し
でも役立てられるのではと思って
就任に至りました。
　つばさホールディングスの大事
にされている理念に基づいて自発

自発的に道を切り開ける人財採用と育成をサポート

鬼丸　昌也
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●ご挨拶
　私は経営状態が思わしくなく、
テコ入れを模索していた猪股さん
をみて、なにかに引き寄せられた
ように多摩フードサプライ（以下、
ＴＦＳ）の代表取締役に就きまし
た。すでにＴＦＳには将来の社長
を目指す菅野さんを中心に家族的
で温かい雰囲気がつくられてい
て、私は菅野さんをはじめ社員・
パートさんのモチベーションを上
げるための施策をすすめ、再建へ
の道筋を確認しこの度、社外取締

役も辞し外部からＴＦＳの成長を
見届けることにしました。
●組織の役割
　社員が本当に報われるには、中
長期的には脱下請け、そして新卒
を採用するには食品メーカーを目
指さなければダメだ！そのために
は経営施策を一つひとつ実行して
いく。「やりたいことは、やって
みる」、つばさグループ全体に通
じるこの精神、菅野さんを筆頭に
ＴＦＳが一丸となって羽ばたいて
くれると期待しています。
●従業員の幸せとは
　つばさホールディングスの場
合、ウェルビーイングとダイバー
シティ。この２つが必要です。こ
の２つを繋ぐものは「個」であり、

「個」の 尊 厳、そ こ が「軸」に な
ります。「幸せ」は一人ひとり違
います。私の中では両翼で個を尊
重する、その姿勢が大事だと思っ
ています。

「個」の尊厳こそが「軸」に

角田識之

多摩フードサプライ　社外取締役　退任

活性化する支援部隊」の一人とし
て、私もその一翼を担っていくつ
もりです。
●私の役割
　つばさホールディングスグルー
プは、会社の理念などにもありま
すように、「社会に必要な地域に
なくてはならない企業グループに
なるといったところに向けて進ん
でいく」、私の役割もそのために
あると思っています。地域にしっ
かり根を下ろした企業として、到
達点は「多摩地域と言えばつば
さ」、これが目指すところです。
●従業員の幸せとは
　私が考えるに会社にとっては、
従業員が幸せでいてくれることが
有難いことで、毎日幸せな気持ち
で働いて欲しいと願っています。
それが個人にとっても会社にとっ
てもプラスになります。「幸せ」
とは個々で違いがあります。従業
員の皆さんに「個々の幸せ」を感
じてもらえれば嬉しいです。

地域にしっかりと根を下ろした企業に

窪田圭吾

つばさホールディングス　取締役　就任

●ご挨拶
　つばさロジスティクスのさらな
る会社の成長のために労務管理の
定着を目指します。規模が拡大す
るにつれ生じる歪みを是正し、難
しいと言われている運送業でのホ
ワイト（企業）化を成し遂げるた
めにも、労務上の問題は避けて通
れないからです。
●私たちの役割
　すでに参加している拠点長会議
な ど を 通 じ て、労 務 管 理 上 の
PDCA サイクルの回転の適正化を

図り管理職をはじめとする担当
者・ドライバーの意識改革、当事
者意識の醸成を刺激していきま
す。また安全運行管理上からも社
内のコミュニュケーションの円滑
化を図る機会を増やしていきたい
と思います。それはウェルビーイ
ングの追い風にもなるでしょう。
●従業員の幸せとは
　労務管理の問題というのはそれ
自体がウェルビーイングなので
す。例えば、病気になったときの
サポートはもちろん、病気になら
ないようなサポートをする。つま
り、ドライバーが「走れなくなる」
という状況をつくらないことで
す。

「職場環境を整えて安心して働け
る状況を会社としてつくってい
く」ことが、従業員の「幸せ」に
つながると考えます。その考えは
法令順守にもなり当社のコンプラ
イアンス遵守にもなるからです。

労務管理から運送業のホワイト化を後押し

横本　恭弘

つばさロジスティクス社外取締役　就任

●ご挨拶
　この度、取締役を辞任させてい
ただきますが、引き続き経営に関
しては何かあれば、小川会計とし
てお付き合いを続けさせていただ
きますので、事実上支障はないと
思います。また、今後公益的な仕
事に就くこと、課題に区切りがつ
いたこと、この２つの理由から今
回の判断に至りました。
●組織の役割
　つばさホールディングスグルー
プにとって物流を円滑に行う、こ

れがまず使命で、業務を通じて地
域社会に貢献する、ということが
一番重要だと思います。来年に迫
る２０２４年問題、解決しなければ
ならない課題が山積ですが、いま
こそ会社の軸をしっかり持って社
内外に臨む姿勢が求められます。
社内に社長と同じように会社を
リードしていく人を育てていき、
何人かで会社を引っ張っていく、
それがつばさの次のステップでは
ないかと思います。
●従業員の幸せとは
　会社にとっては「雇用関係、給
与水準も含め、この会社に勤めて
いて大丈夫」ということを示すこ
とが、一番大事だと思います。つ
まり、「会社は、みなさんの力で
社会に貢献もできて、その結果と
してみなさんとその家族の安定が
あるということ」、これですね。
それらを総合的に捉えて「幸せの
形」というのではないでしょうか。

物流を円滑に行うことが使命

小川　健

つばさホールディングス社外取締役　退任

●ご挨拶
　高栄運輸時代からのお付き合い
があり、つばさトラック事業協同
組合でリースのスキームを提案さ
せていただき、そこからトラック
のリースなどで協力させていただ
いています。また落合興業社（現
エールロジスティクス、以下エー
ル）とのＭ＆Ａを共にすすめると
いうこともしてきました。
●私の役割
　エールに関しては、現行の事業
を事業部制として再編し効率化を

図っています。また財務戦略とし
て、リースの適正化を図り毎月黒
字になる体質づくりに動いていま
す。いま、まさに事業内容の変革
をしていく最中にあるといえます。
また “安全確保” の面でも今後つ
ばさロジスティクスとの協力関係
も課題の一つです。つばさホール
ディングスについては各社資産に
おける組合比重の適正化、リース
事業、Ｍ＆Ａ、内部統制などを中心
に見ていくことになります。
●従業員の幸せとは
　私の方でできることはＭ＆Ａな
ので、運送を中心としたコングロ
マリットを形成したいと考えてい
ます。つまり、つばさホールディ
ングスでいろんな業種を抱えるこ
とでグループ内転職（人財交流）
ができます。それが物流以外でも
可能になれば、若い人から年輩の
人まで、親子３代で勤められるよ
うな会社にできる、それが理想で
すね。

多様な働き方ができる企業体に

山本敬之

エールロジスティクス代表取締役
つばさホールディングス取締役　就任

整備業界の当たり前を崩したい

やりがいとお金がバランスよく存在する状態に

つばさホールディングスグループ７月の組織新体制に伴う役員就任・退任メッセージ




